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アメリカ爽．学に見える嫌守主義の大勢（今津）

　
・
．
｝
津
。
。
Q
舜
営
暁
。
目
○
§
ω
霞
養
げ
そ
①
ω
、
…
、
渉
。
巴
①
巳
。
艶
8
儒
。
ヨ
．
、

　
な
ど
広
汎
に
わ
た
り
、
現
在
ブ
ー
ス
テ
ィ
ソ
、
ホ
フ
マ
ン
（
カ
。
ω
。
。
罎
。
庸
一

　
ヨ
書
）
ら
と
並
ん
で
、
「
ネ
オ
・
コ
ソ
サ
ー
ヴ
ァ
テ
ィ
ヴ
」
の
代
表
的
入

物
と
さ
れ
る
（
象
穿
。
切
。
畠
菊
。
く
冨
毛
9
一
。
9
≦
・
冒
冨
。
ω

　
ぎ
、
．
日
冨
O
o
露
ヨ
魯
妻
＄
胃
．
（
（
宣
嘱
・
。
野
お
器
）
）
）
。

　
　
O
野
醤
。
欝
菊
。
。
・
ω
穽
鐸
（
お
同
刈
1
　
　
）
　
コ
ー
ネ
ル
大
学
政
治
学
教
授
。

　
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
に
生
れ
、
｛
九
三
九
年
コ
ー
ネ
ル
卒
業
、
殴
一
年
・
ブ

　
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
で
修
士
、
翌
年
学
位
を
と
る
。
四
六
年
、
、
、
シ
ガ
ン
大
学
講

　
師
、
翌
年
コ
ー
ネ
ル
に
移
り
、
五
四
年
来
正
敦
授
。
薯
制
堂
口
に
．
．
ω
①
φ
自
試
誉
［
Φ

。
h
夢
・
勾
。
腰
葺
。
、
．
…
、
δ
§
。
・
霞
く
蝕
。
・
営
ヨ
諺
ヨ
g
8
．
、
一
、
、
臣
。

　
》
旨
①
ユ
o
ρ
誹
弼
葛
ω
ご
Φ
昌
。
冤
、
、
な
ど
が
あ
り
、
　
一
九
五
四
年
に
は
バ
ン
ク

　
ロ
フ
ト
賞
と
ウ
ッ
ド
ロ
！
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
賞
と
を
授
賞
。

⑧
賜
甑
。
旨
。
囚
琴
8
犀
人
名
録
に
も
載
ら
な
い
ほ
ど
、
き
わ
め
て
新
進

　
の
歴
史
家
。
シ
カ
ゴ
大
学
の
教
壇
に
立
っ
て
い
る
。
ブ
ー
ス
テ
ィ
ン
の
指

　
導
を
受
け
た
の
で
も
あ
ろ
う
か
。
　
著
書
に
、
　
・
今
年
発
表
の
、
．
》
昌
Ω
同
。
毛

　
臼
。
げ
昌
ω
o
質
ρ
昌
創
切
①
o
o
⇒
ω
鉾
鋸
。
げ
δ
謬
．
”
が
あ
る
。

⑨
男
8
財
霞
α
O
げ
霧
①
（
一
＄
督
）
英
文
学
者
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
教

　
授
。
ニ
ュ
ー
・
ハ
ン
プ
シ
ャ
玉
州
レ
ー
ク
ポ
ー
ト
に
生
れ
、
　
一
九
三
七
年

　
ダ
ー
ト
マ
ス
大
学
を
卒
業
、
三
九
年
か
ら
コ
探
ン
ビ
ア
大
学
英
文
学
講
師

　
（
一
闘
五
年
）
、
　
四
六
年
こ
こ
で
学
位
を
と
り
、
以
来
今
貝
ま
で
そ
の
教

　
壇
に
立
っ
て
い
る
。
　
．
、
国
。
貝
ヨ
鍵
μ
試
巳
く
襲
①
．
．
”
．
、
じ
尊
ヨ
躍
団
U
搾
浅
霞

　
Q
q
9
倒
、
．
一
、
・
毛
ρ
犀
毛
ロ
淀
ヨ
ρ
播
切
①
o
O
昌
甑
自
①
目
①
鳥
．
、
な
ど
の
薯
戴
口
が
あ
る
。
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史
簸
と
が
、
別
々
の
史
料
に
読
む
観
盛
り
を
あ
げ
つ
ら
う
ば
か
り
で
な
く
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　
　
　
ヤ
　
　
　
し
　
　
　
へ

東
西
結
び
つ
い
た
周
面
の
同
一
史
料
の
う
え
に
げ
戦
c
c
鳥
。
＜
巽
す
る
日
の
あ
る

こ
と
を
、
私
は
待
望
す
る
。
そ
こ
に
、
東
西
史
家
な
い
し
研
究
者
の
、
限
り
な

く
も
豊
か
な
協
力
の
場
が
ひ
ら
け
る
、
と
思
う
。
身
近
く
は
、
史
学
科
本
来
の

機
能
も
発
揮
で
き
る
、
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
が
、
こ
れ
も
ま
た
、
も
の
知
ら

ぬ
痴
呆
の
願
い
で
あ
ろ
う
か
。

∴
岐
後
に
、
私
は
、
さ
き
に
も
引
用
し
た
こ
と
の
あ
る
ジ
ョ
ー
ジ
・
オ
ー
ウ
エ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヘ

ル
の
こ
と
ば
を
思
う
の
だ
。
　
「
何
と
い
っ
た
つ
て
、
そ
れ
は
君
の
文
明
だ
。
そ

　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

れ
は
窟
溜
身
な
の
だ
。
い
か
に
憎
も
う
が
、
笑
お
う
が
、
片
時
も
そ
れ
か
ら
離

れ
て
、
心
安
ら
か
で
あ
る
は
ず
が
な
い
。
」
こ
の
奇
特
な
社
会
主
義
者
が
、
こ

こ
で
門
溜
」
と
い
っ
て
い
る
の
は
、
も
ち
ろ
ん
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
こ
と
で
あ
る
。

だ
が
、
繕
を
向
け
か
え
た
う
え
で
、
私
も
ま
た
こ
の
ギ
リ
ギ
リ
結
着
の
立
場
を

ば
、
あ
ら
ゆ
る
文
化
認
識
の
出
発
点
だ
、
と
信
ず
る
。
肉
国
文
化
に
口
欝
吹
い

て
す
ま
し
て
い
る
歴
史
家
を
泓
は
軽
蔑
す
る
。

　
④
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藤
周
一
「
外
国
交
学
の
う
け
と
り
方
と
戦
後
扁
（
『
文
学
』
二
八
母
五

　
　
巻
、
｝
九
六
〇
年
）
五
頁
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②
　
0
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〈
⑦
｝
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昌
σ
q
㌶
口
鼻
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¢
円
図
諮
σ
q
す
β
ρ
お
。
η
P

〔
付
言
〕
　
嗣
様
な
発
蕎
を
私
は
以
下
の
も
の
で
も
害
ぎ
つ
け
て
お
い
た
。
　
「
英

国
地
方
史
研
究
管
見
㈲
一
外
国
史
を
ど
う
う
け
と
る
か
一
」
（
『
西
洋
史

学
』
4
7
号
、
　
一
九
六
〇
年
）
　
「
新
し
い
国
民
史
研
究
の
提
唱
」
（
『
新
し
い
歴
史

学
の
た
め
に
』
一
九
六
〇
年
）

史
学
研
究
会
例
会
予
告

日
　
時

場
　
所

六
月
三
日
（
土
）
午
後
一
時

京
都
大
学
史
学
科
第
二
教
室

講
師
・
演
題

「
太
閤
検
地
論
」
の
批
判
に
審
え
る

宮
川
満
氏
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息消界学

地
理
学
専
攻

会
津
盆
地
の
都
市
地
理
研
究
　
　
　
　
岩
下
　
芳
秋

福
井
平
野
と
そ
の
周
辺
に
お
け
る
・
甲
世
の
城
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
林
難
太
郎

栂
膜
原
市
工
場
誘
置
の
地
理
学
的
諸
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
々
木
　
裕

佐
賀
平
野
の
開
発
過
程
と
搦
畢
拓
　
　
野
田
　
茂
生

〔
修
士
謀
程
〕

古
代
倉
敷
の
地
理
的
位
鷹
に
つ
い
て
　
足
利
　
健
亮

都
市
の
規
模
・
機
能
・
成
長
と
産
業
構
造

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
森
　
星
児

中
国
に
お
け
る
少
数
民
族
と
辺
境
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
斎
藤
　
炭
二

〔
博
士
課
程
単
位
修
得
港
研
究
発
褒
題
目
〕

地
理
学
史
上
の
ピ
エ
ル
・
ダ
イ
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
　
　
正

考
古
挙
専
攻

近
畿
地
方
の
古
墳
群
『
と
古
代
豪
族
と
の
関
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堤
　
圭
三
郎

北
米
の
b
ご
騙
凱
a
諸
8
鐸
二
期
文
化
　
鶴
巻
　
省
蚕

本
邦
破
璃
製
品
に
つ
い
て
　
　
　
　
吉
本
　
発
俊

〔
修
士
課
程
〕

鵠
鍵
ρ
鳥
－
勲
図
。
文
化
の
生
成
と
そ
の
発
展
重
重
　
純
之

銅
鐸
の
諸
問
題

佐
原
　
　
冥

　
　
　
　
会
　
　
　
告

　
本
会
委
員
中
村
幹
雄
氏
は
、
大
阪
学
芸
大
学
赴
任

の
た
め
三
月
三
十
一
日
を
以
て
辞
任
し
、
代
っ
て
山

本
茂
氏
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
右
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
学
研
究
会

正
　
誤
表

四
四
巻
二
号
所
載
「
東
閣
繊
身
の
防
人
達
」
に
、
次

の
誤
植
が
あ
り
ま
し
た
の
で
5
1
喚
い
た
し
ま
す
。

一
三
〇
頁
下
段
七
行
臼

（
誤
）
而
後
、
接
＝
乎
開
元
・
朔
方
・
瀧
右
・
河
東
・

河
西
諸
鎮
↓

（
正
）
禰
後
、
接
二
乎
際
元
↓
朔
方
・
朧
右
・
河
東
．

河
亟
諸
鎮
、

　
　
幽
編
集
後
記
B
H

　
さ
わ
や
か
な
新
緑
の
候
が
め
ぐ
っ
て
参
り
ま
し
た

が
、
会
員
の
皆
様
に
は
、
お
変
り
な
く
お
励
み
の
こ

と
と
存
じ
ま
す
。
本
尋
か
ら
「
批
判
と
反
省
」
欄
を

粧
を
新
た
に
し
て
復
活
い
た
し
ま
し
た
。
一
読
さ
れ

れ
ば
お
わ
か
り
と
存
じ
ま
す
が
、
日
本
史
・
東
洋
史
・

西
洋
史
・
地
理
・
考
古
学
が
互
に
協
同
し
あ
う
、
と

い
う
本
会
の
特
色
を
生
か
し
て
、
専
攻
外
の
学
問
に

対
し
て
、
特
に
方
法
論
や
研
究
の
現
状
に
対
し
て
批

判
を
加
え
よ
う
と
意
図
し
て
い
ま
す
。
皆
様
の
御
意

見
と
御
投
稿
を
お
待
ち
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
本
会

の
財
団
法
人
改
組
の
件
で
す
が
、
文
部
省
の
認
可
が

未
だ
お
り
て
お
り
ま
せ
ん
。
従
い
ま
し
て
、
四
四
巻

一
号
で
お
こ
と
わ
り
い
た
し
ま
し
た
会
員
名
簿
の
発

行
も
今
し
ば
ら
く
お
待
ち
い
た
だ
き
た
く
、
重
ね
て

お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。
　
　
　
　
（
山
本
茂
）

　一

齒ｻ
衰
ﾘ
孤
朋
ゴ
五
照
卿
欄
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一
八
O
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史
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第
四
四
愚
第
三
号
）
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京
郡
市
左
京
匿
吉
田
本
町

　
　
　
　
　
京
都
大
学
文
学
部
内

　
発
行
所
　
　
史
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研
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擬
替
京
郡
五
一
五
五
番

　
　
　
　
　
　
　
理
事
長
　
　
宮
崎
市
定

　
　
　
　
　
　
　
編
集
主
任
　

赤
松
俊
秀

　
　
　
　
京
郡
市
下
京
賦
西
七
条
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翫
ノ
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町
三
九

…
印
欄
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中
村
印
刷
株
式
会
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